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◆表紙のイラストについて◆ 

「人口オーナス時代の産業システムと資質・能力育

成」をテーマに、社会科産業学習のモデル図として、

漫画家の長野亨さんに描いてもらいました。 

上半分に、さまざま産業がつながる循環の輪が、

下半分に、教室を舞台に、いろいろな職業の方が参

加する授業が描かれています。図の周りには、新学

習指導要領のキーワードが配置されています。 

 いずれも本書のエッセンスをあらわした図です。

第8章をご参照ください。 



 3  
 

はじめに 
人口の減少が日本の未来を危うくする問題として大きく取り上げられたのは、2005

年国勢調査の結果の報道とともにでした。そのためか、輿論の関心は全人口の減少に

向けられ、研究者の世界では、経済学や財政学の対象となる問題が中心でした。 

残念ながら、教育の分野では、児童生徒数の減少による小・中・高等学校の統廃合の

検討を求められた教育委員会事務局の課題にはなりましたが、学校教育の内容に直結

する教育課程や授業づくりを問題視するまでには至りませんでした。 

本来、人口減少は同時進行する超少子・高齢化との相乗効果により、日本の公教育

制度全体の転換を必要とする社会変動です。乳幼児期から高齢期までの多様・多元化

する学びと教えのシステム全体の改編と改変が喫緊の課題となる理由です。しかし、

このような事象や問題に関わる研究のテーマやグループを見出すことは困難でした。 

それが5年後の2010年国勢調査で人口減少時代の現実の諸相が数値で明確にされた

ことを契機に、公益財団法人中央教育研究所の谷川彰英理事長から「人口減少問題と

学校教育」プロジェクト設置の協力とメンバーの推薦を依頼されました。その結果2015

年秋、谷川理事長を座長に人口減少による日本社会の変化と学校教育との関わりにつ

いての調査研究が始まり、角替弘規との最初の協働作業になりました。その成果は、

2017年6月に『研究報告№90 人口減少問題と学校教育』として公刊されました。 

この報告書作成過程で収集・整序・蓄積されたデータを土台に、より広く家族、学

校、地域、社会それぞれの現場で人口減少時代の課題に実践者として取り組む友の参

加を得て、角替弘規と共に近未来の日本社会の課題を視野におく協働作業を始めまし

た。その研究結果をⅠ、Ⅱ、Ⅲ部の構成により1～10章で著したのが本書です。 

第Ⅰ部（1～3章）では、人口減少時代に入った日本社会の現状と課題について、2010

年と2015年の国勢調査を基礎データに、3種の観点からの整理を試みました。 

その一つは、人口減少社会への転換のメカニズムを明らかにすることです（第1章）。

その二つは、人口減少によって生じる日本社会の変化の特性と問題点を把握するため

の基本データとその解釈のモデルと方法の提示です（第2章）。その三つは、増加する

外国人と外国にルーツを持つ子どもたちの現状の開示です（第3章）。 

第Ⅱ部（4～6 章）では、3 種のフィールドにおいて、人口減少社会への転換を避け

得なかった要因の淵源に遡り、第Ⅰ部で指摘した問題の根の掘り起こしに挑みました。 

その一つは、2002年3月から1年、韓国慶熙大学客員研究員として行った韓国低出

産と日本少子化の国際比較による出生率低下の社会的文化的要因の析出です（4 章）。 
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その二つは、韓国から帰国後に全国各地で行った育児支援調査に文部科学省の学力

調査を重ね、“秋田：高齢化率最上位➡学力最上位”と“沖縄：出生率最上位➡学力最

下位”の“家族の生活”と“学校の授業”の比較研究により、都市の大学ランクと社会

的上昇可能性を評価基準とする「学力」の“功（人の材と才の配分＋地方と都市の循環

システム構築）”と“罪（人の再生産システム解体）”の開示に挑みました（5章）。 

その三つは、90年代からの子育て支援と女性行政の調査活動で体得した高学歴の専

業主婦のおかれた状況の理解を手掛かりに、母親に求められる能力と学校教育の内容・

評価基準との乖離の奥に埋め込まれた人口減少の根源を問う試みです（6章）。 

第Ⅲ部（7～10章）はⅠ・Ⅱ部での問題提起を受け、共著者24名との協働で各自が

担う現場に根差した人口減少時代を拓く“戦略strategyと戦術tactics”の提示です。 

7章は「人口減少時代を拓く『ヒト、モノ、コト』の再定義」、8章は「教室の中から

未来創りに挑む」をテーマに、2015年国勢調査（特に将来推計人口）と2017年告示の

学習指導要領のキーワードを活用し、“学びと教えの仕組み”に“人の生きる場のケ

ア（支え合う心身）”を差し込む、社会システム再構築の方途の模索を試みました。 

その実践化として、9章は「家族と学校」、10章は「地域と社会」での「学びと教え

の新たな可能性を拓く」ために、人口減少先進の地と場と領域に身を置き未開の道を

拓く 11 人の友に、日々の問題解決の過程から生まれる処方箋の執筆を依頼しました。 

したがって本書は、第Ⅰ部を現在に、第Ⅱ部を過去に、第Ⅲ部を未来に視座を置き、

「家族」「学校」「地域」「社会」の4領域から、人口減少時代を“誰もが共に生きる場”

に再構築する条件を問い直す契機になることを願う Column執筆者も含めた 24名の友

との共著です。研究や法制度の解説ではなく、全国の現場で生じる事象（ヒト、モノ、

コト）に学ぶ書を届けることを編集原則にしました。超少子化と超高齢化の同時進行

で顕著になった人口減少の現実の中で、新たなまちづくりを志す人たち、専門家を交

えて活動する NPO のメンバー、行政の限界に挑む自治体職員や地方議員の皆さんと語

らい、聞き取り、プラン作りの現場に参加して教わり、学び取り、体得したヒト、モ

ノ、コトの実相が本書の土台です。24名の執筆者も学びの現場で出会った友です。そ

の意味で、本書は人口減少先進の地の現場を担う人たちとの協働から生まれた智と慧

で綴られた書であることを編著者として感謝と誇りの意を込めて記しておきます。 

これらの意義をふまえて、本書の冒頭に、谷川彰英中央教育研究所理事長と明治学

院名誉教授の望月重信先生に特別寄稿をお願いしました。本書の生みの親として編者

も含めて26名全員の執筆作業を暖かく見守って戴いた谷川先生に、また難問への貴重

なご助言を戴いた望月先生にこの場を借りて心から御礼申し上げます。（馬居政幸） 
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